
　子どもたちの保育は、知識の獲得ではなく学び続ける過程や体験を通した学びを重要視して

います。というのも、幼稚園時代というのは脳や身体が神経組織をつなげていって、将来

学校や社会で活動するための基礎作りをする、人として一番発達する時期なのです。この時期は、

知識を増やすのではなく色々な環境で色々な体験することが大切です。小さな成功や失敗、

ケンカをしたり仲直りをしたり、手伝ってあげたり助けてもらったり…身体で経験したことは

一生忘れないものです。

　幼稚園に通う子どもたちに、そういった発達を促進する色々な体験を、毎日してほしいと

思っています。時には、行事が多いお勉強の幼稚園と思われる方もおられるのですが、結果の

評価ではなく、行事の度に、その子なりに「何を発見し、何を感じ、何に苦労し、何を楽しみ、

どのようにして行事に参加したのか」この体験の奥にあるものが大事なのです。

　例えば作品展の制作では、子どもたちは皆で何を作るか話し合って、役割を分担し、教えたり

助けられたりして、みんなで協力して、最終的に合体させて大きな作品を作り上げます。

そうすると先生にもみんなにも「その子らしさ」が見えてきます。

　きっちりしたかっこいい物ができなくても良いのです。結果ではなく、その過程において

いつも面白いアイデアを思いつく子、ひたすらていねいに色をぬる子、みんなをまとめて

ひっぱって行く子…。こういったその子らしさの発見が、将来への基礎作りなのです。この

得意な部分が、おそらく、その子の将来に色んな影響を及ぼすでしょう。

　ある幼稚園で、卒園した子どもが大人になってどういう仕事に就いているのか、調査した

ことがあったそうです。一人の子が、幼稚園のときに、１枚の紙で作られているペープサートの

人形の手だけを動かしたくて、先生に教えてもらって手の部分を切り離し、針金か何かで、

うまいこと手だけ動くようにして、とても満足していたそうです。現在、その子は、最先端の

会社でロボットの研究をしているそうです。

　もちろん作品展だけでなく、運動会や音楽会、遠足やいもほりなど、どんな行事でも楽しみ

ながら、子どもたちは、お互いを認め合いながら、根気良く努力する心、探究心や好奇心、

創造性が育っていきます。幼稚園での色々な行事の体験を重ね、それが次へ

活かされ、新しい自分へフィードバックされる。それが「経験」になるのです。

　この三年間、たくさんたくさん、色々な体験や経験を重ねて、深みのある

色々な個性を持った素晴らしい子どもたちに育ってほしいと願っています。

　幼稚園の子どもたちが大人になる20~30年後、グローバル化が進み、Aiやロボティクスが進歩

することでしょう。また、コロナによる社会や仕事、生活環境の変容やウクライナ侵攻などによる

世界情勢の大きな変化にも対応していかなければなりません。

　そんな時代に必要な「世界の人々と一緒に幸せに生きる力」の基礎を育むため「自立的に

行動できる」「粘り強くあきらめない」「友だちと協働できる」といった「非認知能力」の

発達を重視して保育していきます。そういった目には見えない子ども達の発達や成長を伝える

ため、毎月の動画やブログ、写真販売(購入しなくても閲覧できます)で保育内容を共有して

「保育の見える化」もさらに進めたいと思います。

　また、各保育室にはiPadと大型スマートテレビを設置し、リモート学習可能なICT環境も備え、

幼稚園から始まる世界の扉として「ぶんかドア」と名付けた国際交流

プログラムを始めています。全学年が動画を通して世界の色々な国の

人や文化に触れたり、年長児は海外園と当園をリアルタイムでつなぎ、

互いの国を紹介しあうオンライン交流も各学期に1回行う予定です。

３年間、たくさん泣いたり笑ったり
　　  ガンバったり、楽しんだりしようよ。
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